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③　明治 6年 11月～10年 8月（大蔵省出仕から与論島支庁長兼警部心得罷免にいたる期間）
④　明治 10年末～16年 3月（著述業、物産開発＝指導、千葉県出仕を経て農商務省御用掛に任命
されるまでの期間）
⑤　明治 16年 3月～23年 12月（農商務省出仕となって以来、農商務技手＝判任官三等＝を辞任
するまでの期間）
⑥　明治 23年 12月～36年（帰郷後、農業経営・産業開発＝指導に従事した期間）


































































商務省の官僚となり（1883（明治 16）年の兼務～）、第 1回水産博覧会の審査官（1883（明治 16）













川県、静岡県、福島県の 6県、鳥取県と静岡県については各々 2回分の 2冊の冊子が著されている






























　明治 10年代から 20年代にかけては、水産に関わる政策母体が不安定であった。1877（明治 10）
年に内務省勧農局に水産掛が設置された後、1881年 4月に農商務省が設置されると、内務省から
水産課が移され、水産事務を担当した。水産課は水産局（1885年）に昇格したが、官制改革の勅令
により廃止され、農務局の水産課に管掌された（1890年 6月）。7年後の 1897（明治 30）年、再度
水産局が設置された［片山　1937］。水産行政が農務局水産課で行われていた 7年の間（1890～
表 1　河原田盛美による水産改良の講話・解説書
タイトル 発行機関 巡回地 巡回時期 刊行年
『河原田盛美述　水産製造概説』 島根県第一部農商課 島根県 1887年 5月 25日～8月 25日 1888年 1月
『水産講話筆記　河原田盛美 述』　鳥
取県勧業雑報号外
鳥取県農商課 鳥取県 1888年 1月 17日～2月 21日 1888年 5月
『水産標本採集目録並解説　河原田盛
美編述』
岩手県農商課 岩手県 1888年 8月 1日～8月 20日 1888年 10月
『水産講話筆記　河原田盛美 述』 石川県勧業課 石川県 1888年 8月［岩手県出張の後］ 1889年 6月
『水産改良説　農商務省水産局員河原
田盛美演説筆記』
静岡県 静岡県 ［辞令は 1888年 12月 13日付］ 1889年 5月
『水産講話筆記：附・随行員演説　河
原田盛美　述』
鳥取県第一部農商課 鳥取県 1889年［7月 2日～？］ 1890年 4月
『河原田盛美　水産改良説　第 2篇』 静岡県 静岡県 1889年 11月 21日～1890年 1月 27日 1890年 7月
『水産講話筆記　金田帰逸、河原田盛
美述』








いた。例えば、第 3回内国勧業博覧会とあわせて大日本水産会が開催し水産集談会（1890年 7月 1
日～3日）では、農商務省から「水産統計調査ノ方案」を筆頭に以下の 4つの問題が下付された。







































































































































































を見てみると、1等賞は、改良一番鯣 1件と明骨 1件の計 2件、2等賞は 4件あり、甲付鯣 1件、
板屋貝柱 2件、雲丹 1件、3等賞は計 10件で、改良一番鯣 1件、葡萄鯣 1件、鱶鰭 1件、淡菜 3
件、鰮滓搾 1件、砂細工箸 1件であった。上位に入賞した水産製造物を一見すると、鯣、明骨、鱶
鰭といった清国向けの輸出水産物を認めることができる。注視して見ると、鯣は、改良一番鯣（1
等と 3等）、甲付鯣（2等）、葡萄鯣（3等）と 3位受賞件数中 4分の 1を、板屋貝柱は、2等と 3等




















































































































































































































































































1887年 1888年 1889年 1890年 1891年 1892年 1893年 1894年 1895年 1896年 1897年 1898年 1899年 1900年
水産巡回教師費 241,500 135,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
水産実業伝習生
補助費 0 504,000 320,000 90,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0
水産業保護奨励費 0 200,000 350,000 35,000 220,000 221,000 220,000 220,000 420,000 320,000 300,000 300,000 1,012,200
水産製造試験場
補助費 0 0 0 250,000 172,352 0 0 0 0 0 0 0 0
湖山池看守人給 0 0 0 0 12,000 12,000 0 0 0 0 0 0 0
水産教師費 0 0 0 0 0 116,120 0 0 0 0 0 0 0
遠洋漁業補助費 0 0 0 0 0 0 16,000 160,000 0 0 0 0 0






















































































































































































































































































































































































ては、葡萄鯣と鱶鰭の 2件で入賞している。2等賞 4件のうちの 2件（甲付鯣、板屋貝柱）、3等賞

















































































































中山周六 ［河村郡泊宿カ］ 鯣改良鱶鰭乾河豚明骨魚肚試製 塩鯖 四等賞
遠藤和吉 気多郡郡青谷村 鯣改良貽貝試製 板屋貝柱 二等賞
中原喜平 ［気多郡郡青谷村カ］乾河豚試製 刺身和布 五等賞
松（ママ）波市平 気多郡酒津村 魚肚鯣鱶鰭試製 葡萄鯣 三等賞鱶鰭 三等賞［賞品無し］






進歩三等 細久布糊 岩美郡牧谷村 兼光台平
有効一等 塩鱰 西伯郡淀江町 谷尾魚鳥座
有効二等
漁具類聚 鳥取市西町 鳥取県出品奨励会
川崎船 鳥取市西町 鳥取県出品奨励会
二番鯣 岩美郡牧谷村 横山秀雄
介杓子 東伯郡泊村 三枝礼二
有効三等
化香樹根皮 日野郡山上村 白根彦市
麻糸製九ツ綟漁網用麻糸 鳥取市元魚町 網谷金治
田作 岩美郡大岩村 澤勝治
煮乾鰮 西伯郡中浜村 角惣四
煮乾鰮 西伯郡余子村 寺沢竹蔵
煮乾鰮 西伯郡福生村 松田重太郎
焼鯛 西伯郡淀江町 越田新太郎
海参 東伯郡下中山村 渡邊信平
海参 西伯郡御来居村 中井養三郎
二番鯣 岩美郡田後村 吉岡秀蔵
二番鯣 岩美郡網代村 浜部吉太郎
二番鯣 岩美郡網代村 酒根長次郎
二番鯣 岩美郡網代村 村上松太郎
二番鯣 岩美郡浦富村 奥田政蔵
塩鱰 東伯郡泊村 島崎松太郎
塩鱰 東伯郡泊村 園本久米八
恵胡草 東伯郡下中山村 森長為三郎
晒石花菜 岩美郡浦富村 田中発實
晒石花菜 気高郡青谷村 灘孫三郎
介杓子 東伯郡泊村 田村源次
海柳製太丸箸、海柳製写真挿、海柳製角箸、海柳製削リ洋杖 鳥取市若桜町 福田虎蔵
海柳製品　□、杖、帘 鳥取市川端三丁目 花岡源七
海柳製頭丸箸 鳥取市新鋳物師町 半田勉
海柳捻製洋杖、海柳製箸、海柳製写真掛 鳥取市川端三丁目 老門清次郎
典拠：第二回水産博覧会事務局 1898『第二回水産博覧会褒賞人名録』
に適しているとして、高く評価されている［農商務省水産局　1899：52-55］。鱶鰭についても同様
であり、鳥取県の産物として河原田が注目した板屋貝柱や淡菜については審査評価すら見当たらな
い。逆に、従来と異なるものが高く評価されている例もある。岩美郡牧谷村で採れる細久糊につい
ては、「仮名」であるとし、この晒糊の種類は鹿角菜に属し、良く糊に適するものでありながら、
従来は「物産ノ名ヲ出スノ地方」がなく、出品もなかったが、今回「茲ニ之レヲ観ル」に至ったも
のだとして受賞している。雑用品については、介杓子の入賞が、販路が広く、介が清潔で柄の鋸削
が良いという点を挙げつつ、三枝礼二のみが上位の有功二等に入賞した理由として、「平素地方産
業ノ発達ヲ図リ尽力措カス功労多キ」を以てであるとしている。つまり、継続的な水産改良の実践
が評価されているのであるが、その件数自体が少ないのであった。さらに、それ以外の、海酸漿、
鉄樹及其製品、海柳及其製品、海綿及其製品、海藻及其製品等は、従来、上位入賞することのなか
った水産製造品である。特に海柳の製品は、4名が有効 3等に入賞している。海柳（珊瑚）は、こ
の地域で卓越して産出するため、特異物産として価値が上がってきているとも考えられる。
　このように必ずしも、従来の主要水産物が継続的に改良されているわけではないことがわかる。
この理由については、県内の諸産業に対する勧業政策と合わせて検討する必要があり、ここでそれ
を扱う余地はないが、鳥取県における河原田の水産改良の効果は、一時的なものにとどまってい
た。鳥取県において力を入れるべき水産改良の対象が安定せず、揺れ動いていると考えられるので
ある。
▶▶▶ 76
5．おわりに
　本稿では、河原田盛美が、鳥取県において、いかに水産改良をすすめたのかについて、河原田の
水産改良観の検討とともに水産巡回教師の内容を明らかにすることを通じてみてきた。
　水産改良を営む河原田の考え方について、歴史観、学術観、実業観の 3点から検討を加え、その
結果、河原田の試みていた水産改良が、技術の「進歩」段階が異なる日本へ「西洋」由来の「学
理」や「学術」の成果を無理に導入するのではなく、「西洋」を範としながら、「進歩」段階が同じ
日本国内の中で注目すべき技術を評価し、普及させていくという点で、実際的な効果をはかるもの
であった点を明らかにした。現実に可能な「技術」の推奨をはかるという意味で、河原田の水産改
良は漸進的な性格を持っていたのである。そして、このような河原田の水産改良は、織田完之の農
政学とたいへん近い内容のものであったことが分かった。いわば、河原田は、織田に沿って、水産
の領域で「水産政学」を展開していたと言えるのかもしれない。
　残された課題をまとめよう。1つ目の課題は、河原田による水産改良と水産教育との関連であ
る。本稿では、鳥取県の水産講話筆記を中心に作業を進めたが、実際上は、鳥取県以外の他県の講
話も取り上げざるを得なかった。体系的な記述を追い求めると、該当する文章がたいへんに少な
く、散在していたためである。また、河原田が水産講話筆記を残した 5年の期間内において、河原
田の姿勢や考え方に全く変化がなかったとは言い切れない点も残している。いかなる変化が河原田
の中にどのようにあり、それが、当時の水産政策や技術展開といかなる関係を有していたか、課題
を残していると言える。とりわけ、織田の農政学は、教育面とも関係づけられ、農学校や農事試験
場のあるべき姿とも連携して構想されていた点については、河原田が、水産教育をいかに捉え、水
産改良を構想していたのかと関係づける作業を必要とする。
　2つ目の課題は、水産巡回教師の中での河原田個人の位置づけである。河原田は、水産巡回教師
として、各府県の巡回を相当程度工夫して行っていたことも分かった。河原田は、講話を行う際に
は、理路整然と学理を説くのではなく、むしろ、他の当業者が経験した事柄を会話体で口語的に語
ったり、自ら水産製造の方法について実演したり、知識や技術についてわかりやすくその内容を伝
えていた。河原田が影響を与えた対象は、勧業諮問員や勧業委員をつとめる地域の名士が中心であ
ったが、それに加えて、一般の水産関係当業者も少なからず含まれていたと考えられ、上記の河原
田の方法的工夫は、河原田自身の経験など、1つの信念に基づくものであったものと考えられる。
この点については、他の水産官僚との間の比較作業を行い、今後、検討していきたい。
　3つ目の課題は、各都道府県における勧業政策との有機的関連性である。河原田によって鳥取県
の水産改良の気運は、一定程度高まりつつ、持続性に難があった。隣県の島根県と比べると、それ
は、十分に開花したものとはいえない。どのような条件、いかなる背景がこのような違いをもたら
したのかについて、例えば、島根県、石川県や静岡県で行われた水産改良事例との間で、さらなる
検討を行う必要が残されている。そうした比較作業によって、水産業の近代史の特徴と普遍性が今
後、明らかにされていく必要があると思われる。
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［1843-1925］に対して、水産行政の経歴と事蹟へ敬意を表して用いられた用語と考えられ、いわゆる
「老農」の水産版として位置づけることができるかについては、水産巡回教師の全貌を明らかにするこ
とが必要である［大日本水産会編　1919］。
（2）本資料は、山田信道が鳥取県知事［1881～1888年］から福島県知事に異動した時に、部下がその業
績を 2冊本（乾坤）にまとめたものであり、勧業についての事蹟に水産の条項が含まれ、当時の様相を
窺うことができる。
（3）心得の内容は以下の通りである（河原田家所蔵文書）。
　　　　　　　　　農商務四等技手河原田盛美
　今回巡廻教師トシテ京都静岡島根一府二県ヘ巡回ヲ命シタルニ付テハ左ノ通心得ヘシ
　　　明治廿三年七月十日
▶▶▶ 78
　　　　　　農商務大臣陸奥宗光　印
　一　水産上ニ付教授ヲナス事ハ漁具ノ構造水産物ノ製造蕃殖及漁労ノ方法ニ限ルヘシ
　一　教授中若シ前回教師ト意見ヲ異ニスルモノアルニ当テハ暫ク前回ノ所見ニ従ヒ進テ改正ヲ要ス
ヘキ見込アルモノハ農商務大臣ノ承諾ヲ得テ之ヲ実行スヘシ
　一　水産上ノ事項ト雖モ行政部内ニ属スル事項ニ付テハ仮令地方官ノ請求アルモ関係ヲナスヘカラ
ス
　一　巡回教授ノ景況及右ニ関スル諸般ノ事項ハ詳記シテ之ヲ復命スヘシ
（4）本書は、山田信道についで鳥取県知事に就いた武井守正が退任した［1891年 4月］後に、部下がと
りまとめた引継書であり、やはり勧業の中に水産の事項が詳述されている。
（5）もちろん、農業の勧業費と比べると、水産のそれは僅かな額にとどまっていた。
（6）なお、水産巡回教師の制度は、1894年に農商務省が制度化することによって県や郡といった地方行
政によって担われることになった。こうして明治 20年代後半から進んだ水産教育制度によって、水産
巡回教師の存在意義は低くなり、また、折から設置され始めた水産試験場における業務に取り込まれる
部分があったため、以後は廃止する流れとなった。
（7）もっとも、国によれば、編纂事業は一筋縄ではなく、その後、1877年、内務省勧業寮が廃止され、
勧農局が設立されると、勧農局長松方正義は新たな農書編纂方針を掲げ、佐藤信淵や大蔵永常を学術が
欠如したものとして否定し、欧米の学術を評価するようになった［国　2015］。
